
陸・海・空の結節点という立地条件を
活かした物流拠点等の他、臨海性を活か
し、マリーナを中心とした交流、レクリ
エーション、商業等の機能を導入する。
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商業地域

容積率／建ぺい率

5 0 0 ／ 8 0

3 0 0 ／ 6 0準工業地域

商業地域

容積率／建ぺい率

5 0 0 ／ 8 0

3 0 0 ／ 6 0準工業地域

　 　 商業地域及び準工業地域

　 　 商業地域及び準工業地域

中部臨空都市

イ 　 用途・ 容積

( ア )　 空港島

( イ )　 空港対岸部

図表　 ２ －２ 　 空港対岸部ゾーニング設定
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図表　 ２ －３ 　 用途・ 容積設定（ 空港島）

図表　 ２ －４ 　 用途・ 容積設定（ 空港対岸部）
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　 　 2025 年の計画フ レームを以下のよう に設定する。

　 事業面積　 空港島　 約107ha　 空港対岸部 　 約 123ha　 合計約230ha

　 就業人口　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 約 1 万７ 千人

　 夜間人口（ = 常住人口＋宿泊滞在人口 )　 　 約　 　 ２ 千人

　 交流人口　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 約１ 千万人／年間

○

○

○

○

中部臨空都市

ウ　 人口フ レーム

図表２ －５ 　 土地利用全体イ メ ージ
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0 500m

港湾交流地区 総合物流地区

・

景観重点地区

商業・ 業務地区

商業・ 業務地区

駅前複合業務地区

職住複合業務地区

（ 2 ）  ゾーン別計画

図表　 ２ －６ 　 空港島地区区分

図表　 ２ －７ 　 空港対岸部地区区分

　 全体ゾーニングを 踏まえ 、 各ゾーンごと に、

立地特性に対応し たいく つかの地区を設定する。

　 なお、 空港島及び中央ゾーン を 除く 空港対

岸部については、 各ゾーン１ 地区の設定と する。



陸・海・空の結節点という立地条件を活かした物流拠点等の
他、マリーナを中心とした交流、レクリエーション、商業等
の機能を導入する。
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　 鉄道、 道路を有機的に結節する 。 また、

歩行者空間を最大限に尊重し た構成と する。

　 空港対岸部については十字＆ループの明

快な幹線道路構成と し 、 空港島は空港タ ー

ミ ナル、 海上アク セスタ ーミ ナルを中心と

し た構成と する。

（ 3 ）  交通ネッ ト ワーク

ア　 主要交通ネッ ト ワーク 構成
　 歩行者ネッ ト ワーク については、 公共交

通ネッ ト ワーク と の効果的な連携を図り つ

つ、 水と 緑のネッ ト ワーク と 有機的に絡み

合う 構成と する。

イ 　 歩行者ネッ ト ワーク 構成

　 駅前広場については、 駅周辺の土地利用

と 連携し つつ、 駅の南北に設置を行う こ と

と する 。 主に、 駅の北側は公共交通機関、

南側は一般送迎と 、 機能分担を図る。

ウ　 駅前広場

図表　２－９　空港対岸部の鳥瞰イメージ
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中部臨空都市

図表　 ２ －９ 　 主要交通ネッ ト ワーク （ 空港島）

図表　 ２ －1 0 　 主要交通ネッ ト ワーク （ 空港対岸部）

10

11



　 中部臨空都市においては、 自然景観 、

人工景観の両者において、さ まざまな独自

の景観要素が存在する。 土地利用及び施

設整備にあたっては、 こ れらの景観要素を

最大限に活用し 、豊かな都市環境と 景観の

形成を図る。

○

（ 4 ）  景観形成

ア　 景観要素の活用

　 水と 緑のネッ ト ワーク について、 親水空

間及び緑地等を 歩行者ネッ ト ワーク と 連

動し て整備する こ と によ り 、 潤いのある

快適な街並み景観の形成を図る。

　 親水空間・ 緑地

　 空港島及び空港対岸部に港湾、 沿岸

エリ ア、 人工海浜、せせら ぎ等施設を親水

空間の骨格要素と し て配置する。

　 更に、 緑地を 計画的に配置し 、 景観形

成や既存市街地と の緩衝等の役割を担わせ

る。

　 空港島においては、 特に空港対岸部と の

眺望の呼応に配慮し 、 北東の沿岸エリ アに

重点的に緑地を配置する。

　 空港対岸部においては、 沿岸地区全域に、

イ 　 水と 緑のネッ ト ワーク

図表　 ２ －1 2 　 景観イ メ ージ

図表　 ２ －1 1 　 主な景観要素

自然景観

人工景観

〇伊勢湾

〇知多半島丘陵地

〇鈴鹿山脈

〇空港島及び空港タ ーミ ナル

〇離発着する飛行機

〇連絡橋

〇洋上を 行き 来する船舶

〇人工海浜

〇緑地

土地利用・ 景観形成14
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図表　 ２ －1 3 　 緑地配置計画（ 空港島）

図表　 ２ －1 4 　 緑地配置計画（ 空港対岸部）

緑地を配置すると と も に、 既存市街地と の

境界部分にも 緩衝地区と し て緑地を配置す

る。

　 こ れら によっ て形成さ れる水と 緑のネッ

ト ワーク に、 歩行者空間を有機的に連動さ

せるこ と により 、 潤いのある歩行者空間や

都市環境を形成する。

土地利用・ 景観形成 15

中部臨空都市

14

15



ᾇெ◌ ᕝ ・

Ề ࢠ࣭◌ 
࣠
⥫ࢴࢹ

P

図表　 ２ －1 5 　 水と 緑のネッ ト ワーク （ 空港島）

図表　 ２ －1 6 　 水と 緑のネッ ト ワーク （ 空港対岸部）

土地利用・ 景観形成16
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